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挨拶・講義 

副審の歴史から任務と役割、

楽しさまでを元国際審判員

（現 J リーグ副審担当）の大

塚氏から貴重な話をいただ

きました。 

講義・ワークショップ 

2 級審判員の岸田氏/藤田氏

を講師に迎え、グループディ

スカッション（ダイヤモンド

ナイン）による競技規則の更

なる理解を促しました。 

ボールインプレーおよびアウトオブプレー 第９条 

オフサイド 第 11 条 



 

「ワークショップ」とは・・・・・・・・研究集会・参加者が自主的に体験する講習会。 

「グループディスカッション」とは・・・複数の被験者による討論のことをいう。集団討論ともいう。 

「ダイヤモンドナイン」とは・・・・・・あるテーマを決め、その中で重要となる[９つのワード]を提示（グループ内で 

                   決定する場合もあり）し、参加者が一緒になって考え、意見を述べ、重要度の 

                   高い物を上から順番に並べる手法。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークショップ 

フィールドからボールの出

入りに関する判定について、

副審の立場として重要度の

高い順にワードを並べた。 

 

【ダイヤモンドナイン】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークショップ 

オフサイドについても同様

にグループ内で考え、話し合

い重要なワード順に並べる

ことで、「何をすべきか」を

整理できました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークショップ 

Ｊリーグで実際にあった数

シーンを見て、解答用紙にそ

の都度「ｵﾝｻｲﾄﾞ」or「ｵﾌｻｲﾄﾞ」

かを副審目線で判定し、答え

合わせをしました。 

 

【オフサイド映像テスト】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実技・基礎練習 

午後からは、研修会場をグラ

ンドに移し、姿勢までこだわ

ったシグナルの出し方、良い

判定をするための目線・身体

の向き・移動方法等、基礎か

ら教わりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラクティカル・ 

トレーニング 

実試合で起こりえる場面を

繰り返し再現（ゴール前での

オフサイド）し、正確に判定

できるようタイミングも含

め、トレーニングしました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振返りとおさらい 

各セッション共に終了前に

は必ず「やったことの振返

り・再確認」を行なうことで、

より深い理解へと導きまし

た。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例年、姫路審判トレセンを開催してきましたが、今年度は西ブロック都市協会合同審判トレセンとし

て姫路協会を中心に、西播磨協会、但馬協会、東播協会にご協力をいただき、当日は約 40名のユース

審判員が参加しました。 

普段、なかなか接することのできない 1級審判員、2級審判員と交流することができ、審判に触れる

ことが少ないユース年代の中高校生たちにとって、非常に良い刺激になったと思います。 

ユース審判員は、日頃、副審を担当することが多いことから、今回、メインテーマを『副審に必要な

準備と実践』としました。午前中は講義を、午後からはグラウンドにて講義で得た知識をを活かしたプ

ラクティカルトレーニング等を実施し、具体的にどのような準備や意識で臨むべきかをお伝えしまし

た。 

まず、はじめに、元国際副審で元 PR(プロフェッショナルレフェリーの略)、現 J１リーグ担当副審の大塚晴弘氏による、「副審の歴史と任務」につ

いて講義を行って頂き、審判員の大切さと責任について学びました。ここで参加者の表情が変わり、審判(副審)について前向きに向き合うようになっ

たことが、私たちにも伝わってきました。その後、第 9条ボールインプレーおよびボールアウトオブプレーと第 11条オフサイドを正しい判定に導く

ための準備についてグループディスカッション形式で実施し、参加者から積極的な意見や発言もあり、各グループごとに堂々と自分たちの見解を発表

してくれました。 

また、映像を使用したオフサイドテストも実施し、オフサイドの見極めの難しさを体感していただきました。 

午後は、副審のシグナル、副審の動きや目や体の使い方の工夫について実施し、プラクティカルトレーニングでは、午前のグループディスカッショ

ンで行った、第 9条と第 11条の判定を行い、頭で考えたことをすぐに実践し体感することができ、とてもクリアになったと思います。 

最後は実際にオフサイドのシーン(シンプルなすれ違い)を判定してもらい、改めて難しさを感じてもらいました。 

 

参加者の皆さんが、終始目をキラキラと輝かせ、一生懸命に取り組む姿勢が嬉しかったのですが、さらに嬉しかったのは、トレセンが終了する頃に

は、上級審判員、国際審判員を目指したいという参加者もおり、「とても有意義な 1日にできた」と私自身とても感動しました。 

また今回、参加者には、トレセンの資料をファイリングし、形にも記憶にも残るように準備しました。オフサイドテストの結果やアンケート用紙に

記入していただいた疑問や質問に対する回答を後日フィードバックし、そのファイルに綴じてもらうことで、ただトレセンを実施するだけでなく、体

験した内容を整理して復習することができ、今後の審判活動にすぐに活かせる素晴らしいものになったと思います。 

 

最後になりましたが、今回の西ブロック合同トレセンにご協力いただいた皆様に深く感謝申し上げます。また、今回の参加者から上級審判員が誕生

することを願うとともに、様々なところで、審判員として、そして人間として成長してくれることを願っております。 

 

姫路協会 審判委員会 競技部部長 岸田悠佑(2級審判員) 

 

振り返って 

--- 講師兼運営委員 --- 

岸田悠佑(2級審判員) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 開始直後、渋々受講していた高校生が、最後に「審判に興味があるか」との質問にほぼ全員が 

すぐに手を上げてくれたのは嬉しかったです。 

  いろいろと準備が大変でしたが、姫路協会としても進めていく上で近隣都市協会との連携も含め、 

成長することができました。 

 受講者をはじめ、快く送り出してくださった各高校・チーム関係者様、保護者様のご理解と、各方面 

からのご支援に感謝申し上げます。 

無事終えることができました。感謝申し上げます。  

当
日
ま
で
に
準
備
さ
れ
た
資
料
（一
部
紹
介
） 

お 礼 

---講師兼運営委員長--- 

松本 実(姫路協会審判委員長) 


